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研究概要
認知症を含む脳疾患治療薬において「脳⾎管バリア」は⼤きな障壁となって

いる。この課題を克服するために、私たちは候補分⼦＋基質が脳に届くと光る
「Visible intrabrain (Vintra)マウス」を作製した。実際にこの可視化･定量シ
ステムを⽤いて、脳に核酸薬を送達するためのsiRNA核酸送達補助剤の定量、
⽐較、開発を⾏っている。

研究成果

今後の展開
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図１ 溶解したアカルミネTM n塩酸塩（3 µM）10 µLを、トラ
ンスジェニックマウス（Vintraマウス）に経⿐投与（上段）した
結果を ⽰す。図３では、写真と発光イメージを重ね合わせて表
⽰しており、経⿐投与直後、Vintraマウスの⿐先が発光した。⼀
⽅、通常のマウスではこのような発光は認められない。

図２ Vintraマウス（＋）および通常のマウス（－）に、測定
開始から0分経過時にアカルミネTM n塩酸塩溶液3µMを5µL、
25分経過時に6µM、50分経過時に30µMを経⿐投与した。0分、
25分、50分経過時のVintraマウス（＋）では⿐先がアカルミネ
TM n塩酸塩に応じて発光している。
特に30µM濃度のアカルミネTM n塩酸塩溶液を経⿐投与した
Vintraマウス（＋）では、60分、65分、70分経過時に⾚丸で
囲った頭蓋部分で発光シグナルが観察された。

図２

アカルミネに対するsiRNAを経⿐投与している。
siRNA核酸が脳へ送達され、アカルミネ遺伝⼦が
ノックダウンされると本来発光するシグナルが検出
されなくなる。この変化を定量することで脳へ送達
されやすい脳送達補助剤の開発を進めている。天然
ナノ脂質⼩胞は内因性遺伝⼦をノックダウンしたい
場合に有⽤である。
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